

















































































こ だ ま 第１６１号 ２００７年１月２５日
－ ７ －
れはゲーテでしょうか」といったところ，先生
は「君にそういう風に教えたかね。私は記憶が
ない。ひまの時にしらべておこう。」といわれ
ました。
私はこのたのみのことをすっかり忘れてしま
い，そのうちに大阪市大の教師へ転職しました。
それから１０年ちかくたって，伊藤先生から手紙
がきました。「ゲーテ全集を全部あたってみた
が，該当する詩はない。しかし，さいきん，秋
山英夫さん（これも四高のドイツ語教師でその
後学習院大教授になる）からおくられてきたニ
ーチェの詩集をみたら，これと思われるものが
あった。原文にあたって訳してみたので，それ
を送る」とありました。たのんだことを忘れて
いた怠惰な教え子をふるえあがらせるようなあ
りがたい手紙です。その詩は次のようでした。
「足もとほれば泉
痴人（しれびと）はいう そこは地獄」
これはモダンな横浜っ子でありながら金沢を愛
して，生涯を金沢でくらした先生の信条のよう
でした。これは私にとって座右の銘です。
私は四高生が生涯四高を愛し，金沢を第２の
故郷としているのは，こういうすぐれた教育者
に教えられた青春の遺産ではないかと思うので
す。
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